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領り
ょ
う

家け

判ほ
う

官が
ん

代だ
い

・
千
田
親ち

か

正ま
さ

（
藤
原
親
政
）
を
捕
え
る
な
ど
、
房
総
の
平
家
勢
力
掃
討
に
奔
走
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
上

総
介
広
常
は
、
常
胤
と
頼
朝
が
合
流
し
た
九
月
十
七
日
の
二
日
後
で
あ
る
同
十
九
日
に
頼
朝
軍
に
参
陣
し
た
。
そ
の
兵
力
は

二
万
騎
の
大
軍
勢
で
、
こ
の
中
に
は
周す

東と
う・

周す

西さ
い

等
の
諸
将
も
参
加
し
て
い
た
。
広
常
は
当
初
か
ら
頼
朝
の
実
力
を
軽
視
し
、

会
っ
て
み
て
将
来
見
込
み
の
あ
る
人
物
な
ら
ば
従
い
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
討
ち
取
っ
て
平
家
に
引
き
渡
そ
う
と
の
腹
で
あ
っ

た
。
二
万
騎
の
参
陣
で
も
あ
り
「
頼
朝
も
喜
ん
で
迎
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
逆
に
頼
朝
か
ら
遅
参
を
厳

序
章　

新
時
代
の
幕
開
け
―
―
頼
朝
の
挙
兵
に
賭
け
た
房
総
武
士
団

頼
朝
の
も
と
に
集
ま
っ
た
人
々

　

源
頼
朝
は
、
治じ

承し
ょ
う

四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
末
、
伊い

豆ず

の
真ま
な

鶴づ
る

岬み
さ
き

か
ら
舟
に
乗
り
安あ

房わ

に
上
陸
し
た
。
そ
し
て
上か
ず
さ総
・

下し
も
う
さ総
を
経
て
鎌
倉
に
入
り
、
こ
こ
で
幕
府
を
開
く
。
こ
れ
を
の
ち
に
幕
府
が
編
纂
し
た
「
吾
妻
鏡
」
で
再
現
し
て
み
た
い
。

　

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
二
十
八
日
、
一
艘
の
舟
が
伊
豆
の
真
鶴
岬
か
ら
房
総
安
房
に
向
か
っ
て
漕
ぎ
出
し
た
。
そ

の
舟
に
は
、
相さ
が
み模
石い
し

橋ば
し

山や
ま

の
合
戦
で
敗
れ
た
源
頼
朝
一
行
が
乗
っ
て
い
た
。
上
陸
地
点
は
現
在
の
安
房
郡
鋸
南
町
の
竜
島
で

あ
っ
た
と
伝
え
る
。
安
房
に
た
ど
り
つ
い
た
頼
朝
が
頼
り
と
し
た
の
は
、
当
時
、
上
総
一
帯
に
大
き
な
勢
力
を
誇
示
し
て
い

た
上
総
権ご
ん
の

介す
け

平
た
い
ら
の

広ひ
ろ

常つ
ね

、
下
総
介
千ち

葉ば

常つ
ね

胤た
ね

ら
源
氏
ゆ
か
り
の
一
族
で
あ
っ
た
。
上
総
広
常
の
居
城
は
現
在
の
い
す
み
市

布
施
か
睦
沢
町
の
大
柳
館
と
い
わ
れ
て
い
る
。
頼
朝
は
安
房
国
府
の
在
地
官
人
の
参
陣
を
求
め
、
ま
ず
、
安あ
ん

西ざ
い

三さ
ぶ

郎ろ
う

景か
げ

益ま
す

の

館
に
入
り
、
広
常
へ
の
使
者
と
し
て
和
田
義
盛
、
千ち

葉ば
の

介す
け

常つ
ね

胤た
ね

へ
は
安あ

達だ
ち

盛も
り

長な
が

を
遣
わ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
広
常
の
回
答

は
「
千
葉
介
常
胤
と
亦
談
す
る
の
の
ち
、
参
上
」
で
あ
っ
た
が
、
常
胤
は
「
源
家
中
絶
の
跡
を
興
さ
し
め
給
う
の
条
、
感
涙

眼
に
ほ
と
ば
し
り
、
言
語
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」（「
吾
妻
鏡
」）
と
即
座
に
参
陣
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

安
房
到
着
の
の
ち
頼
朝
は
、
九
月
十
三
日
、
広
常
の
去
就
が
定
ま
ら
ぬ
ま
ま
三
百
余
騎
を
率
い
て
安
房
を
出
発
、
途
中
、

上
総
各
地
で
兵
を
募
り
な
が
ら
君
津
を
通
過
し
て
、常
胤
の
い
る
下
総
国
府
に
向
か
っ
た
。
常
胤
は
頼
朝
到
着
ま
で
の
間
に
、

六
男
・
胤た
ね

頼よ
り

と
孫
の
成な
り

胤た
ね

に
命
じ
て
平
家
方
の
下
総
目も
く

代だ
い

を
急
襲
さ
せ
、
香
取
郡
千ち

田だ
の

庄し
ょ
う

を
根
拠
と
す
る
平
忠た
だ

盛も
り

の
婿
の

し
く
と
が
め
ら
れ
、
対
面
も
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
た
め
広
常
は
、
か
え
っ
て
頼
朝
の

主
君
と
し
て
の
見
識
の
高
さ
、
武
将
と
し
て
の
人
物
に
感
服
し
、
傘
下
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。

　

大
勢
力
を
誇
る
広
常
の
頼
朝
軍
参
加
に
よ
っ
て
、
以
後
、
房
総
や
武
蔵
の
諸
将
は

こ
ぞ
っ
て
頼
朝
軍
に
馳
せ
参
じ
た
。
頼
朝
は
こ
れ
ら
の
大
軍
を
従
え
て
武
蔵
国
に
入

り
、
こ
こ
で
も
各
地
の
武
将
・
軍
兵
を
糾
合
し
つ
つ
相
模
国
を
経
て
、
源
氏
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
鎌
倉
入
り
を
果
た
す
。平
清
盛
は
頼
朝
の
再
挙
を
聞
い
て
大
い
に
怒
り
、

平
維こ
れ

盛も
り

・
忠た
だ

度の
り

ら
を
派
遣
し
鎌
倉
に
向
け
て
出
陣
さ
せ
た
。

　

治
承
四
年（
一
一
八
〇
）十
月
二
十
日
、富
士
川
を
は
さ
ん
で
両
軍
は
対
陣
し
た
が
、

そ
の
夜
半
、水
鳥
の
羽
音
に
驚
い
て
平
家
の
軍
勢
は
敗
走
、頼
朝
軍
の
大
勝
利
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
頼
朝
は
北
関
東
に
覇
を
唱
え
る
佐さ

竹た
け

氏
追
討
に
向
か
い
、
こ
れ
を
従

え
た
こ
と
で
関
東
全
域
が
頼
朝
の
統
治
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

源頼朝が船出をした浜と伝える岩海岸　神奈川県真鶴町
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国
府
台
）
を
与
え
、
千
葉
氏
を
再
興
さ
せ
た
。
し
か
し
翌
年
、
市
川
城
は
成
氏
勢
に
攻
略
さ
れ
た
た
め
二
人
は
武
蔵
国
石
浜
・

赤
塚
に
逃
れ
、
そ
の
子
孫
は
「
武
蔵
千
葉
氏
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
史
料
に
は
「
妙
亀
山
総
泉
寺
の
中
興
開
基
は

実
胤
の
子
・
千
葉
介
守
胤
で
、
守
胤
の
守
本
尊
の
妙
見
尊
と
守
胤
が
護
持
し
た
十
一
面
観
音
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
「
保
木
間
村
の
天
神
社
の
別
当
宝
積
院
は
、
元
は
千
葉
氏
が
祀
っ
た
妙
見
社
の
別
当
寺
で
本

尊
十
一
面
観
音
を
安
置
す
る
」
と
書
か
れ
、
胤
直
の
子
孫
が
十
一
面
観
音
を
信
仰
し
続
け
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
「
絵
巻
」
等
に
千
葉
妙
見
の
本
地
は
七
仏
薬
師
と
書
か
れ
て
い
る
が
、「
源
平
闘
諍
録
」
に
は
「
吾
ハ
是
十
一
面
観
音
之
垂

迹　

五
星
ノ
中
ニ
ハ
北
辰
三
光
天
子
ノ
後
身
也
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
千
葉
妙
見
が
十
一
面
観
音
の
垂
迹
、
言
い
換
え
れ

ば
「
本
地
は
十
一
面
観
音
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
五
星
ノ
中
ニ
ハ
北
辰
」
と
は
中
国
星
座
の
紫し

微び

宮き
ゅ
う

の
中
央
に
あ

る
北
極
五
星
で
は
妙
見
は
北
辰
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
北
極
五
星
の
名
称
は
時
代
等
に
よ
っ
て
違
い
、
北
辰
を
ど
の

星
に
同
定
す
る
か
は
難
し
い
。
し
か
し
、「
衆
星
中
最
勝
」（「
妙
見
菩
薩
神
呪
経
」）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
星
を
神
格
化
し
た

中
で
妙
見
さ
ま
を
最
高
の
神
と
考
え
て
お
り
、
北
極
星
に
対
す
る
信
仰
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

千
葉
妙
見
宮
の
神
事
「
結
城
舟
」

　

千
葉
妙
見
宮
の
神
事
の
一
つ
に
結
城
舟
が
あ
っ
た
が
、『
千
葉
市
史
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
妙
見
宮
の
祭
礼
に
幅
二
間
・
長
さ
四
間
、
す
べ
て
骨
組
み
だ
け
の
荒
作
り
の
二
隻
の
船
を
出
し
た
。
寒
川
か

ら
出
る｢

女
舟
（
結
城
舟
）｣

は
宮
崎
（
現
宮
崎
町
）
の
池
に
生
え
る
真ま

菰こ
も

で
俵
状
に
編
ん
だ
も
の
で
装
い
、
千
葉
か
ら
出
る

｢

男
舟
（
千
葉
舟
）｣

は
葭
川
の
真
菰
で
装
い
、
真
中
に
丸
太
を
立
て
白
布
を
巻
き
付
け
頂
に
御
幣
を
付
け
周
囲
に
錦
襴
十
二

段
染
め
の
幕
を
張
り
め
ぐ
ら
し
底
に
は
六
個
の
車
玉
を
付
け
て
い
た
。
二
つ

の
舟
は
神
輿
を
送
っ
て
海
中
ま
で
行
き
、
神
輿
よ
り
先
に
上
が
っ
て
共
に
神

輿
の
還
御
を
待
ち
合
わ
せ
た
と
い
う
。
現
在
、
千
葉
神
社
の
祭
礼
に
結
城
舟

は
出
な
い
。
結
城
舟
に
つ
い
て
は
、
栄
福
寺
（
千
葉
市
若
葉
区
）
蔵
の｢

絵

巻｣

に｢

結
城
の
御
舟
は
、
天
福
元
年
七
月
二
十
日
に
始
ま
る
な
り
。
時
胤

の
御
代
な
り
。
御
浜
下
り
の
御
舟
な
り｣

と
書
か
れ
て
い
る
。｢

抜
粋｣
に

も
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
舟
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
絵
に
満
ち

て
い
る
絵
巻
に
も
、
船
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　
「
栗く
る

栖す

郷ご
う

妙み
ょ
う

見け
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

縁え
ん

起ぎ

」（
岐
阜
県
郡
上
市
・
明
建
神
社
蔵
／
以
下
「
栗

栖
縁
起
」）
に
は
、
妙
見
の
祭
礼
に
つ
い
て
「
大
治
二
年
七
月
十
六
日
よ
り

始
れ
り
、
大
船
を
車
の
上
に
つ
く
り
、
千
葉
の
郷
中
を
渡
り
て
妙
見
寺
大
門

の
大
庭
に
い
た
っ
て
、
か
の
船
の
上
に
て
舞
拍
（
舞
・
音
楽
）
を
な
せ
り
、

天
福
元
年
七
月
廿
日
結
城
の
御
船
始
れ
り
、
そ
の
儀
式
、
始
め
の
舟
の
ご
と

し
」
と
あ
る
。
天
福
元
年
に
始
ま
っ
た
結
城
舟
は
、
大
治
二
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
車
の
上
に
つ
く
っ
た
大
き
な
船
の
上
で
舞
っ
た
祭
礼
の
よ
う
だ
と
い

う
。
結
城
舟
の
起
源
が
大
治
の
昔
に
遡
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
縁
起
は
他
の

絵
巻
を
写
し
て
い
て
絵
は
な
い
が
、
詞
書
の
中
に
「
此
所
絵
有
（
こ
の
所
に

平良文の前に現れる妙見菩薩　『下総国千葉郷妙見寺大縁起絵巻』より　相馬妙見歓喜
寺蔵（非公開）・福島県立博物館寄託
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中
心
に
配
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
繁
栄
し
仏
教
遺
跡
を
残
し
た
。
例
を
あ
げ
る
と
、
六
観
音
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
八
男
・
木

内
胤
俊
は
田
部
城
主
時
代
に
延
命
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
し
、
天
台
宗
西
雲
寺
を
造
営
し
た
。
延
命
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
し
た
胤
朝

六
男
・
氏
胤
の
孫
の
覚か
く

源げ
ん

禅
師
こ
と
平
心
処
斉
も
、
美
濃
尾
張
地
方
で
延
命
地
蔵
菩
薩
を
本
尊
と
し
た
寺
（
瀬
戸
市
定
光
寺

ほ
か
）
を
開
山
す
る
。
覚
源
は
中
国
か
ら
の
渡
来
僧
・
清
拙
正
澄
（
大
鑑
禅
師
）
の
弟
子
と
な
り
、
清
拙
よ
り
「
平
心
」
の

名
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
、
茨
城
県
潮
来
市
・
長
勝
寺
の
梵
鐘
（
国
重
要
文
化
財
）
に
つ
い
て
、
時
の
執
権
北
条

高
時
が
大
檀
那
・
施
主
と
な
り
胤
朝
の
五
男
・
下
総
五
郎
胤
長
が
建
立
し
、
清
拙
正
澄
禅
師
を
も
っ
て
刻
銘
さ
れ
た
も
の
と

わ
か
っ
た
（
一
説
に
は
下
総
五
郎
は
結
城
一
族
の
山
川
氏
と
の
説
も
あ
る
）。

　

木
内
氏
は
そ
の
活
動
を
示
す
中
世
文
書
が
限
ら
れ
詳
し
い
内
容
は
謎
だ
が
、「
香
取
郡
誌
」
や
軍
記
物
・
系
図
な
ど
に

よ
れ
ば
、
四
代
目
惣
領
の
胤た
ね

継つ
ぐ

が
南
北
朝
期
に
旧
山
田
町
に
米
野
井
城
を
築
き
武
威
を
振
る
っ
た
と
い
う
。
永
禄
八
年

（
一
五
六
五
）、
安
房
里
見
氏
の
武
将
・
正
木
時
茂
に
よ
っ
て
落
城
、
滅
亡
し
、
山
武
郡
の
飯
櫃
に
落
ち
延
び
て
帰
農
し
た
と

い
わ
れ
る
。（
鈴
木
）

　

９　

歴
代
の
鎌
倉
将
軍
に
仕
え
た
東
氏
一
族
―
―
東
庄
町

東
大
社
宮
司
と
姓
名
を
交
換

　

東
と
う
の

庄し
ょ
うは
、
か
つ
て
は
「
立
花
（
橘
）
庄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
地
は
忠
常
以
来
の
両
総
平
氏
の
所
領
で
、
平
安
時
代

末
期
に
は
千
葉
介
常
重
が
継
承
し
て
い
た
。
保ほ
う

延え
ん

二
年
（
一
一
三
六
）、
下
総
国
司
・
藤
原
親
通
に
よ
り
公
田
の
官
物
の
未

納
を
理
由
に
相
馬
領
と
と
も
に
奪
わ
れ
た
が
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
再
び
常
胤
の
所
領
と
な
っ
た
。

　

常
胤
は
、
こ
こ
を
六
男
の
胤
頼
に
与
え
た
た
め
、
胤
頼
は
橘
庄
・
三
崎
庄
な
ど
旧
小
見
川
町
か
ら
銚
子
市
・
旧
飯
岡
町
周
辺
、

利
根
川
下
流
の
南
側
一
帯
を
領
す
る
こ
と
と
な
り
、当
初
、木
内
六
郎
大
夫
と
称
し
た
。
名
字
の
地
・
木
内
は
、「
和
名
抄
」「
城

上
郷
」
が
「
城
内
郷
」
に
訛
っ
た
も
の
と
い
い
、下
総
台
地
北
部
、現
在
の
旧
小
見
川
町
・
旧
山
田
町
に
ま
た
が
る
一
帯
で
あ
っ

た
。
木
内
郷
の
荘
園
化
は
、平
安
時
代
末
期
の
久
き
ゅ
う

安あ
ん

二
年
（
一
一
四
六
）
八
月
十
日
の
平
常
胤
寄
進
状
（「
鏑
矢
伊
勢
宮
方
記
」）

に
「
相
馬
・
立
花
両
郷
」、ま
た
、文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
二
月
条
に
は
「
橘

并
木
内
荘
」（「
吾
妻
鏡
」）
と
あ
り
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期

頃
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
胤
頼
は
東
庄
周
辺
の
領
主
と
な
り
、「
東
」
を

名
乗
る
。
東
庄
町
宮
本
に
鎮
座
す
る
「
東
大
社
」
は
、
東
胤
頼
一
族
が
崇
敬

し
、
子
孫
の
繁
栄
と
安
泰
を
願
い
参
拝
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
東
庄
町
宮
本
に
は
東
氏
の
姓
に
関
わ
る
伝
承
が
あ
る
。
宮
本
在
住

の
故
・
飯
田
耕
一
氏
の
話
に
よ
る
と
「
千
葉
六
郎
大
夫
胤
頼
が
、
の
ち
の
東

庄
で
あ
る
橘
庄
を
領
す
る
に
あ
た
り
、
東
大
社
の
宮
司
・
東
氏
と
交
渉
を
し
、

東
の
名
字
を
も
ら
っ
て〝
東
氏
〟を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
か
わ
り
に
、

胤
頼
が
飯
田
郷
に
館
を
築
い
た
こ
と
か
ら
飯
田
郷
の
〝
飯
田
〟
を
姓
と
し
て

神
官
に
与
え
た
」
と
い
う
。「
東
」
と
「
飯
田
」
の
姓
を
交
換
し
た
わ
け
だ
。

そ
こ
で
、取
材
当
時
（
平
成
九
年
）
の
東
大
社
宮
司
・
飯
田
真
也
氏
に
伺
う
と
、

森山城跡　東胤頼が築城して東氏の居城となったが、戦国
期には原氏が在城し、東氏の庶流である石毛・海上氏が在
番したと伝える　千葉県香取市


